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　「
セ
ミ
は
地
上
に
出

て
か
ら
10
日
前
後
し
か

生
き
ら
れ
な
い
」
と

思
っ
て
い
た
が
、
ど
う

も
そ
れ
は
俗
説
の
よ
う

だ
。
岡
山
県
の
高
校
生

が
野
外
調
査
で
、
そ
れ

を
裏
付
け
る
よ
う
な
結

果
を
得
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
っ
た
。
調
査
の
方
法
は
、
蝉
の

羽
に
印
を
つ
け
て
放
し
、
後
日
に

捕
獲
し
、
い
つ
放
っ
た
蝉
か
調
べ

る
と
い
う
も
の
▼
7
月
か
ら
2
カ

月
ほ
ど
か
け
て
8
0
0
匹
以
上

の
蝉
を
使
っ
て
調
査
、そ
の
結
果
、

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
、ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
、

ク
マ
ゼ
ミ
の
3
種
で
10
日
以
上
の

生
存
を
確
認
。
最
長
生
存
確
認
記

録
は
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
が
32
日
間
、
ツ

ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
が
26
日
間
、
ク
マ

ゼ
ミ
が
15
日
間
だ
っ
た
と
い
う
▼

羽
化
す
る
前
、
蝉
の
地
中
生
活
は

3
年
か
ら
17
年
と
幅
が
あ
る
。
最

近
の
調
査
で
は
、
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ

で
2
〜
4
年
、
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ

で
1
〜
2
年
、
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
で
2

〜
4
年
と
い
う
。
身
近
な
蝉
は
、

案
外
地
中
生
活
が
短
い
よ
う
だ
▼

こ
の
世
の
む
な
し
さ
、
は
か
な
さ

の
例
え
と
し
て
「
空う

つ

蝉せ
み

」
と
い
う

言
葉
が
使
わ
れ
る
。「
空
蝉
」
は

蝉
の
抜
け
殻
の
こ
と
。
主
で
あ
る

蝉
は
わ
ず
か
な
時
間
の
「
生
」
を

生
き
、
滅
し
て
し
ま
っ
て
も
、
抜

け
殻
だ
け
が
残
っ
て
い
る
の
を
見

る
と
、
人
は
人
生
の
は
か
な
さ
を

感
じ
る
の
だ
。
人
は
、
春
、
夏
　

秋
、
冬
と
四
季
そ
れ
ぞ
れ
を
感
じ

な
が
ら
過
ご
す
が
、
蝉
は
暑
い
夏

の
み
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
蝉
は
嘆

く
わ
け
で
も
な
く
、
一
生
懸
命
生

き
る
て
い
る
だ
け
だ
。「
は
か
な

い
蝉
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
単
に

人
間
の
尺
度
か
ら
見
た
に
す
ぎ
な

い
の
だ
。
　
　
　

　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
32
周
年
「
世
界
平
和
祈
り
の
集

い
」
が
8
月
4
日
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
一
隅
を
照
ら
す
会

館
前
「
祈
り
の
広
場
」
で
開
催
さ
れ
た
。
仏
教
は
じ
め
、

神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
新
宗
教
な
ど
国
内

外
か
ら
約
9
0
0
名
の
宗
教
関
係
者
が
参
加
し
、
世
界

の
恒
久
平
和
実
現
へ
共
に
祈
り
を
捧
げ
た
。

　
式
典
は
午
後
3
時
か
ら
杜
多

道
雄
天
台
宗
宗
務
総
長
の
開
式

の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

　
天
台
青
少
年
比
叡
山
の
集
い

に
参
加
し
た
青
少
年
研
修
生
ら

と
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本

部
か
ら
招
待
さ
れ
た
タ
イ
と
イ

ン
ド
の
子
ど
も
達
10
名
も
共
に

折
り
鶴
を
奉
納
し
た
。

　
比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
朗
読

さ
れ
た
後
、
続
い
て
森
川
宏
映

天
台
座
主
猊
下
が
お
言
葉
を
読

み
上
げ
ら
れ
、「
世
界
の
現
実

は
自
国
の
立
場
に
固
執
し
不
信

を
募
ら
せ
、
武
力
に
よ
る
威
嚇

や
武
力
行
使
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
争
い
に
よ
る
犠

牲
者
の
苦
し
み
と
悲
し
み
に
心

を
寄
せ
る
と
と
も
に
暴
力
と
憎

悪
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
、
互
い

が
和
す
る
協
調
の
力
で
慈
悲
の

心
を
育
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
訴
え
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
国
内
外
の
諸
宗
教

代
表
者
ら
11
名
が
登
壇
。
午
後

3
時
半
に
文
殊
楼
に
あ
る
鐘
楼

「
世
界
平
和
の
鐘
」が
打
ち
鳴
ら

さ
れ
る
と
、
壇
上
の
代
表
者
た

ち
は
会
場
の
参
加
者
と
と
も
に

平
和
を
願
う
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　
海
外
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
諸

宗
教
対
話
評
議
会（
P
C
I
D
）

議
長
の
ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
・

ア
ユ
ソ
・
ギ
ク
ソ
ッ
ト
司
教

（
代
読
・
駐
日
ロ
ー
マ
法
王
庁

大
使
館
参
事
官
ヴ
ェ
チ
ェ
ス
ラ

ヴ
・
ト
ゥ
ミ
ル
）、
パ
ン
・
ワ

ナ
メ
テ
ィ
世
界
仏
教
徒
連
盟

（
W
F
B
）
会
長
（
代
読
・
和

田
善
秀
全
日
本
仏
教
会
総
務
部

長
）
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披

露
さ
れ
た
。

　
ま
た
、子
ど
も
た
ち
か
ら「
平

和
へ
の
思
い
」
と
題
し
た
作
文

を
、
高
校
生
代
表
の
和
田
真
琴

さ
ん
（
高
一
）、青
少
年
代
表
の

貴
船
新
太
さ
ん
（
中
三
）
が
朗

読
、
そ
の
思
い
を
う
け
、
宍
野

史
生
扶
桑
教
管
長
が
宗
教
者
の

将
来
に
向
け
た
取
り
組
み
等
を

若
者
た
ち
に
約
束
す
る
言
葉
を

送
っ
た
。

　
最
後
は
小
堀
光
實
延
暦
寺
執

行
の
挨
拶
が
あ
り
、
参
加
者
全

員
で
互
い
に
手
を
つ
な
ぎ
あ
う

よ
う
呼
び
か
け
ら
れ
、
平
和
へ

の
祈
り
と
行
動
を
続
け
る
こ
と

を
誓
い
あ
い
閉
会
と
な
っ
た
。

「世界平和祈りの集い」
比叡山宗教サミット 32 周年　世界の宗教代表者が垣根を越えて平和を希求

平
和
へ
の
祈
り
と
行
動
の
持
続
を

開式に当たり「私ども宗教者は、対
話による相互理解を深め、価値観の
多様性を認め、共に祈り、世界平和
を希求し続けなくてはなりません」
と挨拶する杜多道雄天台宗宗務総長


